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問紙は SC に対する意識に関する質問 25 問、SC に対す
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意識 行動 意識 行動 意識 行動
個人競技 4.2±.91 3.9±1.06 4.1±1.03 4.1±1.01 4.1±1.01 3.8±1.13
団体競技 4.2±.90 3.8±1.11 4.1±1.05 3.9±1.00 4.2±.85 3.7±1.01
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の充実に役立つと考え、本研究を行うことにした。     
 
【方法】(1)標準化り患比(SIR)の算出 




要 が あ り 、 標 準 化 り 患 比 (Standardized Incidence 
Ratio :SIR)を求め期待り患数を算出した。期待り患数算定
のための基準人口は 2010 年の国勢調査結果を 5 倍し、市









数を図 1 に示した。20～40 歳代のり患数は年々増加し、
特に 30 歳代のり患数は 5 年間で約 2 倍となっていた。 
(2)市町村別子宮頸がん SIR 
 り患が 5 年間なかった粟島浦村を除く 29 市町村別の
SIR 値を「有意に高い」「有意差がない」「有意に低い」の
3 区分にしたものを図 2 に示した。出雲崎町 290.2(95%CI 



































図 2 子宮頸がんの市町村別 SIR(2007 年～2011 年) 
 
【考察】 
 長岡市及び新潟市とその周辺市町で SIR が高いことが
分かったが、その理由として性的活動期である若い世代が
多いことが推測される。逆に糸魚川市のように有意に低い
原因を知るまでには至らなかった。 
 
【結論】新潟市や長岡市などの都市部を中心に子宮頸がん
り患が高い地域があり、これらの要因について解析する必
要があると考えた。 
(倫理的配慮) 本研究は新潟医療福祉大学倫理委員会の
承認を得て進めた。(承認番号 17637-160106) 
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